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700 万年におよぶ人類史のほとんどにおいて、人類は野性の動植物を食料としてきました（狩

猟採集経済）。しかしながら、地球の気候が現在の温暖期に入った約 1 万年前以降（完新世）、

動物の飼育や植物の栽培が発達し、いわゆる農作物を食料とする生活様式（農耕牧畜経済）が広

く普及し現在に至ります。世界でも最古級の農耕牧畜経済が発達した地域が、西アジアの「肥沃

な三日月地帯」であり、そこで始まったムギ・マメ類の栽培やヤギ・ヒツジ・ウシ・ブタの家畜

が世界各地に普及していったことが、これまでの研究で分かっています。しかし、こうした農業

の世界的普及がいつ、どのように進行したのか、という具体的プロセスについては未解明な部分

が多く残されています。 
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